












要約:平成 4 年度より今年度までの当院での遷延性黄疸の頻度について、1 ヵ月健診で来

院した正期産児を対象に経皮的黄疸計により検討した。その結果、その前胸部の測定値が

16 以上を示したものは対象者の約 25%であった。母乳性黄疸の成因について、母乳性黄疸

を含む 1ヵ月健診児を対象に、タウリンの血清中濃度およびクレアチニンで補正した尿中

タウリン濃度と血清(ZZ)-ビリルビン濃度との相関を検討したが有意な相関は得られなか

った。母乳黄疸の生物学的意義を検討するために、inviro の系で活性酸素の一種である 02-

を生成させ、それにビリルビンを共存させてビリルビンの酸化物質である propentdyopent

物質とビリベルジンを測定した。その結果、ビリベルジンの生成は測定感度以下に止まっ

たものの、propentdyopent 物質の上昇が認められた。そこで、母乳性黄疸を含む 1 ヵ月

健診児を対象に血清(ZZ)-ビリルビン濃度とクレアチニンで補正した尿中 propentdyopent

物質濃度および血清中ビリベルジン濃度との相関を検討した。両者ともに血清(ZZ)-ビリ

ルビンと有意な正の相関が認められた。この事実は、ビリルビン濃度が高い程、生体で生

成されている活性酸素をより多く捕捉・消去していることを示唆させると考えられた。そ

こで、従来よりビリルビンの抗酸化作用により安定化するとの報告のある不飽和脂肪酸と

ビタミン A について、その血清中濃度と血清(ZZ)-ビリルビンとの相関を検討したが有意

な相関は認められなかった。


